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　建築学科２年生からのメインとなるのが、「千代田

区神田駿河台」の街中に建つ駿河台キャンパス。２年

生から学部卒業までの３年間。さらに大学院へ進学す

る人であれば、５年間を過ごすことになります。

　「神田駿河台」というエリアは、東京の中心皇居から、

わずか２キロ弱にあり、江戸時代から今に至るまで、

さまざまな表情を見せながら、変化し続けているエリ

アです。そんな東京のど真ん中で、建築の勉強ができ

る大学は、きっと他にはないでしょう。

　今号の特集では、駿河台キャンパスを中心に約

1.5km の範囲（徒歩 15 分圏内）にある街の見どころ

を集めて見ました。周辺の各エリアには、ショップや

カフェなどから神社に至るまで、さまざまな見どころ

が満載。しかし、今回のページ数では、とても伝えき

れません。この地図の余白部分には、おもしろい場所

が、まだまだたくさん隠されているはず。まずはこの

マップを片手に街を歩いてみてください。そして、あ

なたが見つけたおもしろいものを友達と共有。すると、

学生生活が何倍も充実するはずです。そして、そんな

街歩きが、自然と建築を学ぶことにもつながっていく

ことでしょう。

このエリアは別名「神田古書店街」。周辺には、岩波書店や小学館などの大手出

版社、印刷所、一般書店の他に、日本大学（法学部）、明治大学など大学施設もあり、

これらと一体となって本の町が形づくられている。また、奇跡的に空襲を免れた

ため、風情のある建物が連なっている。1880 年代に法律関連の大学や専門学校が、

相次いで創設されたことをきっかけに、それらの学生たちを当て込んだ古書店が

次々とできていった。つまりもう 130 年も歴史があるというわけだ。その後、大

学の学部の多様化に合わせて、文学・哲学・社会科学・演劇・自然科学・洋書・

文庫本と、さまざまなジャンルの専門書店が増えていった。だから、もちろん建

築やデザイン専門の古書店もある！本屋さんの総数は約 180 軒、そのうち古書店

が約 110 軒で、都内の古書店の 1 ／ 3 がこの地域に集約しているのだそう。毎年、

秋に行われる「神田古本まつり」にも足を運んでみよう。
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↓大手町まで徒歩５分、東京駅まで徒歩15分

↑アメ横まで徒歩６分
　上野駅まで徒歩10分

↑湯島天神まで徒歩5分
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*神田西口商店街
安く飲むならこのエリア！

*ソフマップなどの大型電気店から
激安の小さな電気店、パーツ屋まで
さまざまなお店が高密度で点在

*その昔、神田青果市場があった場所
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東京電機大学跡地を中心とする神田錦町の一画を舞台に、大規模な再開発計画が

進められている。錦町は、皇居外苑や北の丸公園に近接する地の利を持ちながら、

無機質なオフィスビルが密集したエリア。土日になると人通りがほどんどなくな

るこのエリアでは、地域活性化の起爆剤となるコミュニケーションの拠点を創る

べく、2017 年完成の目標でオフィスや店舗から成る複合ビルの開発が計画され

ている。また、建設中のビルに多様な表現活動を通じて人々が交流する「神田コ

ミュニティアートセンター（仮称）」の機能を持たせることを前提に、ビルがオ

ープンするまでの期間を利用して地域市民にアートを浸透させていこうというプ

ロジェクト「TRANS ARTS TOKYO」がはじまる。アートの普及活動がこのエリア

で行われることで、賑わいを創出していくことになりそうだ。整備期間は 2014

～2016 年を予定している。

「神田錦町」

神田川に面する万世橋界隈の繁栄は江戸時代から。万世橋の南側に位置する神田

多町には、青物商が集まっていた。享保の改革が行われた 1724 年に幕府御用達

となってからは、さらに急速に発展。後の神田市場の母体となった。神田川の北

岸には、米、薪炭、竹などの問屋のほか、職人仕事の諸材料の荷受け地もあった。

幕末期には、住宅地としても発展。幕府が財源確保のために、ところどころを町

人に貸したこともあって、神田っ子の町が育っていった。明治以降は、主に洋服

生地を扱う問屋街が周辺に形成された。万世橋駅前の神田須田町～神田淡路町の

一部には、飲食店、寄席、映画館が次々と開業した。現在は「神田食味街」など

と呼ばれる。

「神田須田町～淡路町」

「神田駿河台」

「神田淡路町」

「湯島」
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2002 年　FIFA ワールドカップ日韓大会の開催を記念して開設された

サッカーの展示施設。2002 年ワールドカップの試合の模様を大型映像

装置「ヴァーチャルスタジアム」で再現するものや関連写真・資料の

展示、販売店などもある。有料ゾーンでは、日本サッカーの歴史や関

連資料を展示する他、日本代表のロッカールームを再現したコーナー

などもある。

�東京都文京区本郷 3-10-15

01 サッカーミュージアム／博物館

明治大学の商品博物館・刑事博物館・考古学博物館が統合された博物館。

前身 3 館から引き継いだ商品・刑事・考古の３部門と、大学史展示室、

特別展示室がある。無料公開の常設展示に加え、さまざまな展覧会も

開催。中でも刑事部門の展示は全国でも珍しいもので、「日本の罪と罰」

に関する文書や絵画などの史料からギロチンまでを展示している。考

古部門では、国の重要文化財に指定された全国の出土品を展示。国内

有数のコレクションを誇る。

�東京都千代田区神田駿河台 1-1  アカデミーコモン地階

02 明治大学博物館／博物館

通称「サンサンサンイチ」の 3331 Arts Chiyoda（アーツ千代田 

3331）は、中学校の校舎を改修してつくられた文化芸術施設。（設計

には、教員の佐藤慎也、古澤大輔、岡田章、宮里直也、山﨑誠子の各

先生が関わっている。）現代美術家の中村政人が総括ディレクターとし

て運営に携わり、かつての教室はギャラリーやデザイン系のオフィス

として、体育館は多目的スペースとして活用されている。大きなギャ

ラリーもあり、展覧会からワークショップまで、年間を通して何百も

のイベントが行われている。ウェブサイトをこまめにチェックしてみ

よう。１階にあるカフェもオススメ！

�東京都千代田区外神田 6-11-14

03 3 3 3 1  A r t s  C h i y o d a／文化芸術施設（ギャラリー、カフェ、オフィス他）

北の丸公園の中にある科学の博物館。現代から近未来までの科学技術・

産業技術に関するものが展示され、どれも自らが主人公となって「見て・

触って・体験する」ことができる。変わっている建物は、上から見る

と星形。外から見ると格子で覆われていて、星型の穴が無数に開いて

いる。その数なんと 22,392 個！　宇宙に散在する星をイメージしたと

いう。宇宙に関する展示も見逃せない。

�東京都千代田区北の丸公園 2-1

04 科学技術館／博物館

文京区本郷にある東京都水道歴史館。もともとこのエリアは、東京の

水道の歴史にゆかりの深い土地で、東京の近代水道が完成した 1898

年から続く本郷給水所もすぐ隣にあったり、水道橋もとても近い。１

階では近代水道を、２階では江戸上水の歴史と技術を展示。大都市東

京の水道インフラが、どんな風につくられているのか。その謎を知る

ことができる貴重な博物館だ。

�東京都文京区本郷 2-7-1

05 東京都水道歴史館／博物館

秋葉原～御徒町間の JR 高架下に 2010 年にオープンした「ニーケー・

ゴーヨンマル・アキオカ・アルチザン」は、ものづくりの街。通常は

倉庫や店舗に使われることが多い高架下を、ここでは独特の空間をそ

のまま使い、内部にはショップやカフェやギャラリーなど約 50 店舗の

ボックスを配して、商業施設としている。3331 やアメ横も近いので、

一緒にまわってみるといいかも。

�東京都台東区上野 5-9

01 2 k 5 4 0  A K I - O K A  A R T I S A N／ショップ・アトリエ、飲食施設、ギャラリー

書籍から幅広い雑貨までを扱う名古屋発の「遊べる本屋」。売れている

ものがあるというより、趣味性の高い商品が中心だ。商品の並べ方は、

それぞれの店舗で任され、レイアウトが異なる。下北沢店や吉祥寺店

などでは、サブカルチャーの殿堂と言われるほど。そんなヴィレッジ

ヴァンガードのお茶の水店は、明治大学の脇を抜けて、少し歩くいた

ところにある建築家・谷内田章夫の設計によるコンクリートの建物の

地下にある。

�東京都千代田区神田小川町 3-14 ILUSA ビル B1

02ヴィレッジヴァンガード お茶の水店   ／書籍、雑貨

神田神保町のランドマークといえば、この三省堂書店。周辺の古書店

からすると、その出で立ちはまさにビッグファーザー。今ではアメリ

カにも店舗を展開するほどの大手書店だが、最初は、約 130 年前の

1881 年に古書店としてはじまった。とにかく全てのジャンルの本が

詰め込まれているから、困ったらここへい！因みに、「三省堂」とい

う店名は『論語』学而篇の一節「吾日三省吾身（われ日にわが身を三

省す）」から取り、かの大隈重信が初代社長に送った、というエピソ

ードもある。

�東京都千代田区神田神保町 1-1

03三省堂書店／書籍

JR 御茶ノ水駅聖橋口の目の前にある本屋さんは、1869 年創業の老舗

本屋。その昔は、近代日本における西洋の文化・学術紹介に貢献し、

その紹介する商品によって培われた気風は「丸善文化」と呼ばれ、多

くの文化人に愛された。また書店のみならず、学術情報から服飾・高

級文具まで幅広く手がける。皆が設計の授業でもお世話になることが

多い「コンパクト建築設計資料集成」も丸善出版によるものだ。

�東京都千代田区神田駿河台 2-8

04 丸善　お茶の水店／書籍

日大の建築学生といえば、「レモン画翠」。とにかく設計製図の授業で

はお世話になりっぱなしのお店だ。JR 御茶ノ水駅・聖橋口を出て右手

に少し歩いていくと、黒地の縦長看板に白文字で大きく「LEMON」と

見えてくる。その５階建てのビルが「レモン画翠」。画材から模型の材料、

出力に至るまで、何でも応えてくれるお店。まずは全フロアにどんな

ものが売っているのかを把握しておこう。因みに最近、不動産再生集団・

ブルースタジオの手によって改装された。

�東京都千代田区神田駿河台 2-6-12

05レモン画翠／画材

ƂGallery & Museumƃ ƂCulture  & Shopƃ
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JR 御茶ノ水駅御茶ノ水橋口を出て左に折れると、明大通り沿いにはた

くさんの楽器店が建ち並ぶ。中でも、一番の品揃えといえばこの「下

倉楽器」。管楽器から弦楽器、打楽器に至るまで、とにかく楽器という

楽器を、すべて取り揃えていて、楽器店としては日本一かも。まるで

楽器の博物館さながら。今でも全国の小学校から大学まで 100 以上の

団体を陰から支える「下倉楽器」、ぜひ一度のぞいてみて！

�東京都千代田区神田駿河台２-２

06下倉楽器／楽器

本当の音楽好きには TSUTAYA なんかじゃ物足りない。そんなあなた

は今すぐジャニスへ行こう！駿河台キャンパスから数分、あるビルの

一室にあるジャニスは、音楽好きが集う神保町のレンタル CD 屋。在

庫枚数は、なんと 8 万枚！！あらゆるジャンルの CD＆DVD が、天井

までぎっしりと詰まった店内にはきっと興奮するはず。廃盤や稀少盤

も数多く揃える。今まで、触れたことのないジャンルにトライしてみ

るのはどうだろう。

�東京都千代田区神田小川町 3-6-9　神田第 2 アメレックスビル 9F

07ジャニス／レンタルCD&D VD

世界有数の本の街・神保町界隈には古書店が約 180 店もあり、さらに

それらの店舗は、それぞれが得意とするジャンルのある「専門店」だ。

だから、探している本がどのお店にあるのか戸惑ってしまうのは、よ

くあること。そこで、古書店巡りの新拠点として 2007 年にオープン

したのが、この「本と街の案内所」だ。自分が探してる本やジャンル

を扱うお店は、どこにある？とフラッと訪ねてみるのがツウ。ランチ

探しにも使えるそうだ。

�東京都千代田区神田神保町 1-7-7

08本と街の案内所／案内所

再開発の駅ビルやヨドバシカメラもあるが、サブカルチャーの聖地ア

キバの顔としてはずせないのは、電気街中央通り沿いに面したドン・

キホーテ秋葉原店が入るこのビル。２～４階はドン・キホーテ秋葉原

店が入り、８階には AKB48 劇場も。戦後の闇市から出発した秋葉原は、

家電製品を安く提供する街としてはじまり、パソコン関連用品、ゲー

ムソフト、アニメ、フィギュアと、常に時代が求めるものに応える形

で変わり続けてきた。今の時代に応えるドンキビル、まさに今、一層

輝いて見える。

�東京都千代田区外神田 4-3-3

09ドン・キホーテ秋葉原店／ファッション用品、家電製品、ブランド品ほか

建築専門の書店といえば、ここ「南洋堂」（設計：土岐新、改装：菊地宏）。

全国から、そして世界からも、今日も建築好きたちが、この小さな書

店を訪れる。数年前にリニューアルをして前面をガラス張りにした。

新刊本に合わせて著者の建築家たちが、そのガラスに直筆の絵を描く

イベントが不定期で行われている。日本だけではなく、世界中の建築

本もあるので、定期的に通ってみよう。

�東京都千代田区神田神保町 1-21

10南洋堂書店／建築専門書店

神保町に店を構えたのは1941年。もともと理工学書の専門店だったが、

現在では、医学、建築なども含む自然科学全般を広く扱う。建築本を

探すなら、まずここへ。建築関係の意匠・デザインを扱った名著は、

意外と絶版となっているものも少なくない。だからこういうお店に入

荷しても、高値であってもすぐ売れてしまうのだそうだ。店先には常

に特価本のワゴンが出ている。ランチ時間の合間に掘り出しものを探

しに行くのはどうだろう。

�東京都千代田区神田神保町 1-9

11明倫館書店／建築専門古書店

１号館脇のお茶の水仲通りの坂を下ったエリアの一角にある「かげろ

う文庫」は、絵画、写真、デザイン関係や古い挿画本や絵本など、店

主独自のセレクトによる書籍を取り揃える。海外ものも多い。店長の「も

のをつくるときのソースになるようなもの」という視点から集められ

たさまざまな本は、レイアウトや装丁が綺麗なものが多く、思わず手

に取ってしまうものばかり。オンラインショップでも随時新商品の紹

介をしている。

�東京都千代田区神田小川町 3-26-3 坂本ビル 1 階

12かげろう文庫／古書店

南洋堂の裏、すずらん通りを横道にそれたところに異様な存在感で建

つ建物は「神保町シアタービル」（設計：日建設計／山梨和彦＋羽鳥達

也）。小学館が運営する映画館「神保町シアター」と、吉本興業運営の

お笑い劇場「神保町花月」からなる劇場・映画館のコンプレックスだ。

映画館では、本格的な名画座としてさまざまな特集上映を行い、劇場

では、吉本の若手芸人たちによる（新喜劇とは異なる）芝居が中心。

テレビで見るあの芸人さんたちも、僕らの街を歩いているのだ。

�東京都千代田区神田神保町 1-23

13神保町シアター・神保町花月／映画館、劇場

印刷・美術用紙、封筒などの卸・小売を手掛ける紙の専門商社「竹尾」

のショールーム＆ショップは、紙と印刷・加工の全てがわかる、実践

的な紙の情報発信スペース。内装設計は、建築家の西沢立衛。紙やデ

ザイン関係の書籍・雑誌や、海外のサンプル帳を閲覧できるほか、紙

の特質を効果的に活かしたサンプルなども見ることができる。竹尾の

300 銘柄の紙が色のグラデーション別に一覧でき、A4 サイズの紙が購

入可能。本やパッケージをデザインするには、紙の種類と特性を知る

ことは必須。展示会も随時行われているので、ぜひ一度訪ねてみよう。

�東京都千代田区神田錦町 3-18-3

14竹尾  見本帖本店／ショップ

コアな音楽ファンを対象としたレコードチェーンのディスクユニオン。

新宿の次に店舗が多いのが、このお茶の水エリア。このエリアには、「お

茶の水 HARD ROCK/HEAVY METAL 館」「お茶の水駅前店」「お茶の水

クラシック館」「お茶の水 SOUL/RARE GROOVE 館」「お茶の水ジャズ

館」「神保町店」の６店舗がある。

�東京都千代田区神田駿河台 4-3 新お茶の水ビル 2F

15ディスクユニオン／CD  、レコード

L e t ' s  t a k e  a  w a l k  f r o m  S u r u g a d a i
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「ラドリオ」「ミロンガ」と神保町には喫茶店の名店が多い。今回は、

50 年以上前に創業した「さぼうる」を紹介。「さぼうる」は、当時の

まま使われている山小屋のような佇まい。昔から数々の作家や文化人

が繰り返し訪れた。ログハウス風の店内はあたたかい雰囲気で、とに

かく落ち着く空間だ。授業の合間、友だち同士で！がとてもお似合い。

隣には「さぼうる２」。こちらは食事が中心でナポリタンが人気。

�東京都千代田区神田神保町 1-11

01さぼうる／喫茶

お茶の水、カレーといえば、「エチオピア」。しかし、当初はカレーと

コーヒーの専門店として開店したそう。ここのカレーの特徴は、なん

といってもスパイシーさ。10 種以上のスパイスは、季節に合わせて微

妙に配合を変化させる。まさに一度食べたら忘れられない味だ。ヘル

シーで後味がすっきりしているのも人気の秘密で、油を極力使わない

というポリシーの賜物。セットで必ず付いてくるふかしたジャガイモ

も美味しい。

�東京都千代田神田小川町 3-10-6

02エチオピア／カレー

神田須田町にある老舗そば屋「松屋」の隣にあるのは、カレー屋「ト

プカ」。怪しいおじさんの人形が目印だ。クラシックな雰囲気のカレー

屋。インドカリーと欧風カリーのどちらもが楽しめるのが特徴で、イ

ンドカリーはムルギ・ポーク・マトン・ムルギダル、欧風カリーは野菜・

ビーフ・かつ・海老とそれぞれのルーに違う具を使っている。キーマ

もはずせない。スパイスのきいたキーマカレーとガーリックがきいた

ダルカレーの二種類が楽しめる。さらに、キーマの上に乗った生トマ

トとタマネギスライスで、途中の口休めもサッパリと。

�東京都千代田区神田須田町 1-11

03トプカ／カレー

中華料理の老舗店「 漢陽楼（かんようろう）」。創業の 1911 年当時、

このエリアにたくさんいた中国人留学生たちによって店がつくられ、

やがて留学生向けに故郷の味が振舞われるようになった。当時、明治

大学政治学科に留学していた周恩来も好んで訪れたのだとか。オスス

メはまず月替わりの「今月のランチ」。旬な素材をふんだんに楽しめる。

因みにメニューは基本中国語（日本語アリ）だ。

�東京都千代田区神田小川町 3-14-2 漢陽ビル

04 漢陽楼／中華

ランチにロシア料理ってのはいかが？その名も「サラファン」。都内で

も老舗のロシア料理。（ちなみに「サラファン」とはロシア語で、ロシ

アの女性の民族衣装を示す。）明大の坂を少し下りたところ。地下にお

店はある。もちろんおすすめはボルシチだ。鶏や牛のエキスをベース

に 10 種類の野菜でつくったスープは透明感のあるピンク色で、とって

もふくよかで幸せになる味。これが食べられる A ランチは、今週のメ

インディッシュや露西亜風パンとセットで 1000 円とお得！

�東京都千代田神田小川町 10-3 振天堂ビル B1F

05 サラファン／ロシア料理

皆さんはアボカド好きですか？このアボカフェは、日本初のアボカド

料理の専門店として、2007 年に神保町の路地裏の古ビル３階に隠れ家

的カフェとしてオープン。ケーキからオムレツ、丼物に至るまで、メ

ニューは完全にアボカドづくし。リピーターも多いこのお店。気軽に

入れる雰囲気なので、ランチも良し、皆でパーティー（22 名まで）も

いいかも。

�東京都千代田区神田神保町 1-2-9

06 a v o c a f e（アボカフェ）／カフェ

駿河台キャンパスから本郷通りを下りて靖国通りを東へ。少し歩くと、

ランチ時やアフター５に毎日行列をつくっているお店。それがラーメ

ン屋「めん徳 二代目つじ田」だ。全国総ラーメンブームの中、継続的

にファンを増やし続けている「めん徳 二代目つじ田」のラーメンは農

耕豚骨魚介系。豚骨と魚介との絶妙なバランスに、ファンは日々悶え

ている。メインはつけ麺だが、もちろんラーメンも有り。すぐ近くに

は味噌系専門の兄弟店「味噌の章」も。

�東京都千代田区神田小川町 1-4　和田ビル 1F

07 めん徳  二代目つじ田  神田御茶ノ水店   ／ラーメン

東京で讃岐の風を感じたくなったら、今日は「丸香」のうどん。固く

ないけど弾力があるコシ、絶妙なつゆとのバランスを求めて、うどん

ファンが全国から駆けつけるお店。かけは讃岐のいりこだし。その透

き通った美しさにドキドキする。かけ（温・冷）つけは、350 円から

とリーズナブルだ。うどんだけでもいいが、できれば 100 円からある

サイドメニューも頼もう。お昼時は行列だが、うどん屋は回転が速い

ので、少し待てば入れる。

�東京都千代田区神田小川町 3-16-1 ニュー駿河台ビル 1Ｆ

08うどん 丸香／うどん

５号館脇の本郷通りを渡ったらそのまま真っ直ぐ。外堀通りも渡ると

そこは神田須田町エリア。下町情緒に溢れるこのエリアは、そば屋「神

田藪蕎麦」、鳥料理「ぼたん」、あんこう料理「いせ源」、汁粉屋「竹むら」、

そしてこのそば屋「神田まつや」の５軒が歴史的建造物になっている。

「神田まつや」は関東大震災後の 1925 年に建てられたもの。ほとんど

が機械打ちの時代、「神田まつや」の蕎麦は手打ちだ。角が立ち、ほど

よい喉越しの蕎麦をどうぞ。

�東京都千代田区神田須田町 1-13

09 神田まつや／そば

５号館から「神田まつや」へ。その手前にあるのは「松栄亭」。昔から

変わらない懐かしい味が楽しめる洋食屋。中でも 1907 年の創業時に

初代が考案した洋風カキアゲは、夏目漱石も好物だったという看板メ

ニューです。肉とタマネギを塩で味付けしてラードでゆっくりフライ。

衣サクサク、中しっとり。オムライスやハヤシライスも人気です。

�東京都千代田区神田淡路町 2-8-6

10 松栄亭／洋食

ƂRestaurant & Cafe ƃ
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ƂArchitectureƃ

JR 御茶ノ水駅の聖橋口から坂を下りていくと、ふと頭上に現るは、堂々

たるニコライ堂（設計：J. コンドル）。ドーム屋根の高さは 35m。日本

正教会の本部として、1891 年に竣工した。完成当時、周辺には高い建

物はほとんどなかったため、高台に建つニコライ堂は遠くからも見る

ことができるランドマーク的な存在だった。入口は一本中に入った通

り（お茶の水仲通り）側に。日本初にして最大級の本格的なビザンテ

ィン様式の教会建築。奉神礼が行われていない時間帯に見学も可能だ。

�東京都千代田区神田駿河台 4-1-3

01 ニコライ堂／教会

JR 御茶ノ水駅のホームからの景色はいつ見てもダイナミック。ホーム

からは聖橋（ひじりばし）の全貌を間近で見ることができる。聖橋は、

橋長約 92m、幅員 22m のアーチ橋。関東大震災の復興橋梁として

1927 年に架けられた。設計は、日本武道館や京都タワーを設計した山

田守。さて「聖橋」というネーミングは何か？北側の湯島聖堂と南側

のニコライ堂、日本文化と西洋文化を結ぶ橋として付けられた名前な

のだ。じゃあ、「お茶の水」の由来は？これは徳川 2 代将軍秀忠が、こ

の辺りの神田山の高林寺の庭から出た湧水を気に入り「お茶の水高林

寺」と呼んだのが最初。街のことは調べるほど、街歩きは楽しくなる。

�東東京都千代田区神田駿河台 4

02 聖橋／橋

駿河台キャンパスとは反対側。あまり行かないかもしれないが、たま

には聖橋を渡ろう！すると右手に見えてくるのは緑の森。その中は、

日本の学校教育発祥の地、湯島聖堂だ。ここのメインは大成殿。これ

も聖橋と同じく震災後に建てられたもの。設計は、築地本願寺などを

手がけた伊東忠太。忠太建築の大きな特徴といえば、随所に登場する

妖怪や動物を模した装飾だが、大成殿の屋根、棟の両端にも何かがい

るぞ。よーく見てみてみると、そこに鎮座するのは鬼犾頭（きぎんと

う）と鬼龍子（きりゅうし）。他にはどんな特徴があるのか調べてみ

よう。

�東京都文京区湯島 1-4-25

03 湯島聖堂／孔子廊

JR 神田駅～JR 御茶ノ水駅間を電車で移動していると途中に煉瓦造りの

ホームがあることに気づく。そこは 1912～19 年の 7 年間、万世橋駅

があったところ。震災時の焼失などにより１、２代目と移ろい、やが

て３代目の際には鉄道博物館と併設された。交通博物館が埼玉県へ移

ると、跡地にはビルが建設された。そして現在、旧万世橋駅の遺構が

整備されはじめている。この春には、高架下のアーチ内部に、遺構と

一体化した商業施設が展開され、神田川側に親水デッキも設置される

そう。さらに夏には階段遺構やホームといった駅舎跡も公開。展望カ

フェや屋外デッキも完成するそう。デザインパートナーとして建築家

ユニット・みかんぐみも参加している。

�東京都千代田区神田須田町 1

04 旧万世橋駅／駅

学士会館は、旧帝国大学出身者の交流の場だった。当初は木造の建物

だったが、関東大震災後の 1928 年に現在の建物へ。外壁は昭和初期

に流行したスクラッチタイルで、斬新かつモダンで重厚な雰囲気を持

つ。震災の教訓を活かし、当時では珍しい耐震・耐火の鉄骨鉄筋コン

クリート造となっている。建築推進の中心となったのは、日大理工建

築の祖である佐野利器。設計は佐野の門下生の高橋貞太郎。地盤基礎

にはなんと約 1,300 本の松杭が打ち込まれていて、その一部が一階に

展示されている。80 年以上を経た今は、宿泊、レストラン、会議室、

結婚式場などを完備し、一般の人々にも利用されている。

� 東京都千代田区神田錦町 3-28

05 学士会館／宿泊、レストラン、会議室、結婚式場ほか

交通量の多い白山通りから、東側へ二本路地を入った錦花通りを歩い

ていると、ビルの合間からヒョコッと現れるのは、カトリック神田教会。

フランス人宣教師シェレル神父の構想により、1928 年に完成したもの。

今でも当時の面影のまま残り、国の登録有形文化財に指定されている。

設計は上智大学一号館や栃木県松ヶ峰教会を設計した、スイス人建築

家マックス・ヒンデル。聖堂の外観はロマネスク様式で、内部は円柱

を並べ、半円ヴォールト天井を架けて深い奥行きを持たせている。こ

の界隈の名建築と同様、震災復興期に設計されたため、耐震性を考慮

して鉄筋コンクリート造となっている。

�東京都千代田区西神田 1-1-12

06カトリック神田教会／教会

最後に取り上げるのは、この春、駿河台キャンパスの直ぐそば、５号館

から本郷通りを渡ったエリアにオープンする「WATERRAS（ワテラス）」。

神田、お茶の水エリアでは、これまでにない規模の再開発となるワテ

ラスは、神田淡路町の地域交流も目的としたコミュニティ複合施設。

敷地内に元々あった淡路公園も公共広場と共に再整備され、従来の３

倍も緑が広がる。（この計画には、短大准教授の山﨑誠子先生も携わっ

ている。）４月 12 日にオープン予定の商業ゾーン「ワテラスモール

（WATERRAS MALL）」をはじめ、オフィスやレジデンス、そしてスー

パーマーケットや保育施設といった都市生活を支える施設も揃う。

施設内には、アネックス棟の最上階 2 フロア（14、15 階）に学生専用

マンション 36 戸が設けらるのだが、その仕組みがおもしろい。ここに

住む学生たちは、周辺エリアの街づくりの活動に関わることが求めら

れる。住み暮らしながら地域に根ざした活動も行っていく。建築学科の

学生たちも何人かが入居する予定だそうだ。いつかその暮らしぶりも「駿

建」で取り上げたい。

さらにワテラスと御茶ノ水駅の間、日立製作所旧本社ビル跡地でも開

発は進んでいる（御茶ノ水ソラシティ）。いずれはこの計画とワテラス

は接続し、雨に濡れずに駅まで歩いて行けるようになる。先に紹介し

た旧万世橋駅の再開発も目と鼻の先。2013 年、駿河台キャンパス界隈

は、より一層外からも注目されるエリアに生まれ変わりそうだ。

�東京都千代田区神田淡路町 2-101

07 WAT E R R A S（ワテラス）／大規模複合施設
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今 を 考 え 未 来 を 創 る

みんなの設計
みんなの研究
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　大学を卒業するための大きな関門といえば、やはり卒業設計、卒業論文で

はないでしょうか。これまで卒業をしていった 2 万人以上の先輩たちも、そ

の時代時代にそれぞれの問題やテーマを見つけ、卒業設計や卒業論文に

チャレンジしてきました。

　卒業設計と卒業論文、あなたはどちらにチャンレンジしますか？　そう考

えたとき、大学の中では、一体どんな設計や研究がされているのか？　それ

を具体的に知るチャンスはなかなかありません。華々しい卒業設計はまだし

も、卒業論文は特にそうですよね。

　そこで、今回の特集では、「みんなの設計 みんなの研究」と題し、全ての分

野の卒業設計、卒業論文にスポットを当ててみました。受賞作だけではなく、

受賞はしなかったけれど、テーマや取り組み方が魅力的、夢があるものも取

り上げています。蓋を開けてみると、そこには想像以上に魅力溢れる設計や

研究がたくさんありました。皆さんも、きっと驚かれるに違いありません。キラ

リと光る魅力的な設計や研究はどれか。あなたの興味と嗜好を重ねながら、

楽しんでください！



�卒業設計
１
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�卒業設計
２

ǈǜƳƷᚨᚘ

　　　　ータリゼーション以降、急成長を

　　　　遂げてきた日本の都市は、ほとん

どの道が「交通」のための道路へと変貌し

てきた。一方、パブリックスペースを担っ

ていた「道の文化」としての風情は衰退。闇

市などの面影は、一部の商店街などでしか見

られなくなり、日本には真のパブリックスペ

ースがなくなってしまった。また、近年、総

合設計制度などを利用してつくられる広場も

多く見受けられるが、そのほとんどは都市の

一部をなすようなものにはなっていない。こ

のような背景を受け、現在、新宿にある「広

場に生まれ変わろうとしている道路」に着目

し、その広場のためにつくられる道路を挟ん

だ２つの建築を提案した。

　「広場に興味が沸いたのは、３年生のと

き。海外研修旅行でヨーロッパを訪れ、都

市環境の豊かさに感銘を受けたことがきっ

かけでした。イタリアをはじめヨーロッパ

の都市はどこも人々のためのパブリックス

ペースが充実していました。ところが、生

まれ育った東京へ帰ってくると、そのよう

な場所がない。そこで、日本のような高密

度化した都市で、どのようなパブリックス

Tokyo Public

එဋਏᢹƘǜ�Ტ࡫ሰܖᅹᲮ࠰ȷʻ஭ᄂᆮܴᲣ

ᐯЎưȆȸȞǛᙸƭƚŴǍǓƨƍƜƱǛȇǶǤȳưƖǔŵ

モ

ఞ࡫ច

ѕចڜ

ペースが可能なのかを考えはじめました。

提出の２週間前にエスキスを受けたとき

に、案を一からやり直すことになったり、

規模が大きく設計の量が多かったのでとて

も大変でしたが、周りの人たちに支えられ

ながら、完成させることができました。」

　　　　まれ育った淡路島。自然も豊かで

　　　　さまざまな特徴を持つこの島に卒

設を通して何かを提案することはできない

か。川口くんの卒設は、そこからはじまっ

た。調べていくと、淡路島は、ざまざまな

問題を抱えていることがわかった。そこで、

今回の計画では、それらを解決するために、

淡路島の運営行政の再編と総合庁舎の設計

を合わせて提案した。島が抱える問題はも

ちろん、日本の市庁舎建築が持つ問題を解

決するきっかけとなるような空間の提案を

目指している。総合庁舎の具体的な機能と

しては、行政、議会機能、農業学習施設、

商業施設からなる複合施設だ。

　「大学入学と同時に東京へ出てきました。

自分が故郷の島に何が提案できるかと考え

たとき、この島にあるいろんな姿を多くの

人に伝えたくなった。このことが、このテ

ーマを取り上げた大きなきっかけとなりま

した。同時に自分が住む島が、いつかこん

な姿になってほしいという想いで取り組み

ました。設計を進めていく中で、一番重視

したことは、主観に入りすぎず、主観的な

෺ែ޽ਗໜϐዻᚘဒÛǳȳȑǯȈǢǤȩȳȉƴӼƚƨ෺ែ޽ዮӳ࠻ᑀƷᚨᚘ

߷ӝѨыƘǜ�Ტ࡫ሰܖᅹᲮ࠰ȷ್ඕᄂᆮܴ��

ҡಅᚨᚘƸŴᲮ࠰᧓ƷᐯЎƱӼƖӳƏ଺᧓ŵ

生 操作と客観的な操作を最後まで繰り返すよ

うにしたこと。スタディは何十案にもおよ

びました。途中、自己決定がしづらい時期

もありましたが、うまく乗り越えて完成さ

せることができました。」
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　　　　れ親しんだ何十キロも続く

　　　　松林に４年間で学んだ７種

類の建築を置く。富樫さんは、一様に

続くかのような松林に小さな変化や

違いをみつけて、それまでの 4 年間

の設計課題 のプログラムを引用し、

複数の建築を新たに配置することで、

周囲を再定義し、松林全体を公園とし

て再構成した。

　「建築が外部をいかに内部に取り込

むかということ、「見る」という行為、

人の空間認識、カメラの仕組みなどに

興味がありました。現実を写しなが

ら、見知った風景とは違った風景を見

せることで、伝えたいことや良さ、変

化を増幅させる写真のような建築を

つくりたいと思いました。しかし、こ

のような自分の興味を具体的な建築

へつなげることに苦労しました。

　また、見慣れた表現にならないよう

に、パソコンを使わずに自分らしい表

現をたくさん試しました。建築の世界

௅௎Ʊ࡫ሰƱǘƨƠ

݈೎ဌ፦ƞǜ�Ტ࡫ሰܖᅹᲮ࠰ȷ˱ᕲήࢠᄂᆮܴᲣ

ᚨᚘƸŴ˴ ǑǓᐯဌƳƱƜǖƕಏƠƘŴᒊƠƍƱƜǖŵ

慣

ADច�卒業設計
３

はもっと広いし自由。ただそこにリア

リティを持たせること、他人と共有で

きることをおろそかにしてはいけな

い。そう、改めて感じました。」

ơƔǜƷƍƑų

ᄂᆮܴᲣࢠȷ˱ᕲή࠰ᅹᲮܖሰ࡫ᢹƘǜ�Ტٽ଻߃ޥ

ADច�卒業設計
４
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˖ဒڜѕច�卒業企画設計
１

ǈǜƳƷᚨᚘ

　　　　年、増加している限界集落を

　　　　舞台に、建築合理性の無い場

所に建築することの意味を岩崎くん

は自身のテーマとして、設計を行っ

た。敷地は、ケーススタディとして群

馬県甘楽郡南牧村を取り上げた。設計

手法は、廃屋に対して空間装置と呼ば

れる、その土地のコンテクストのメタ

ファーを光に置き換えたモデルを挿

入するというもの。また、その過程で

の空間装置の構成も外壁の材を利用

する。装置以外の廃屋の部分を地域の

生活者にとって開けた場所とし、彼ら

と来訪者、つまり社会性との接点とす

ることを考えた。

　「限界集落に建築がどう介入してい

くのかという議論のきっかけになれば

という想いで制作しました。最初は、

アートプロジェクト全般を研究してい

て、その対象地域にある高齢化と過疎

化という深刻な問題を知りました。普

段はリアリティを感じることがありま

近 せんでしたが、このような問題に建築

が介入していくには、どんな方法があ

るのかということを主体的に考えてみ

ようと思い、このテーマに取り組みま

した。学内での審査の後、学外の展示

会に出展する機会もあったのですが、

そこでは改めて、視野を広く持つこと

の難しさを知りました。ただ、自分自

身の建築観と真正面から向き合うこと

ができ、そのことにおもしろさを感じ

ることができました。」

　　　　後、確実な人口減少を迎える

　　　　際に「団地再生」という取り

組みは、高層化による建替えや住居機

能の更新を目的とした「再生」だけで

十分なのか。小林くんは、単なる「再

生」ではなく、さまざまな持続可能性

を持ちながら、良質な居住空間を整備

する団地へと 「再構築」する方針へ転

換すべきだと考えた。そこでまず、団

地が持つ広大な敷地と緑地ストックを

活用。豊かな緑を享受できる住まいを

提供するとともに、エネルギーの安定

的供給や地域社会への参画、経済的持

続性といったこれからの社会に対応し

た団地の「再構築」計画を提案した。

　「団地の問題にはずっと関心があり

ました。大規模な団地において広大な

敷地は「資産」であり、住宅を集中さ

せるだけでなくさまざまなことを行え

るだけのポテンシャルがある。企画設

計は通常の卒業設計よりも「客観的合

理性」と「実現可能性」が特に大事だ

今 と思います。その中で、各提案をどう

実現させていくかということをわかり

やすく表現することが難しかったで

す。企画は、膨大な量の情報を収集し、

そこから実現性や合理性を確保しなが

ら相手におもしろいと思わせられるよ

うなものを考え出さなくてはならな

い。けれど、それが「企画屋」にとっ

ての醍醐味であり腕の見せ所だと思い

ます。」

卒業設計を取り入れる計画系には、９つの研究室があります。（今村研究室：今村雅樹教授／横河研究室：横河健教授／佐藤光彦研究室：佐藤光彦教授・二瓶士門助手／山中研究室：山中新太郎准教授／本杉研究室：本杉省三

教授／佐藤慎也研究室 : 佐藤慎也准教授／渡辺研究室：渡辺富雄准教授／古澤研究室：古澤大輔助教／小石川・田所・矢代研究室：小石川正男短大教授・田所辰之助短大教授・矢代正己短大准教授）



�卒業制作
短大１

上：全体模型　下：内観模型

上：膜模型の制作風景。　下：膜体に水を散布しながら、ア

イスドームを制作していく。
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�卒業制作
短大２
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　　　　間把握や視覚的認識の観点から、

　　　　雲をテーマに建築へ落とし込むた

めに、伊東くんは、ボーッと風景を見上げ

る空間、時間を忘れるような空間、日常と

は違う風景をつくることを目指した。水盤

を頭上に設け反射した雲が水面に映ること

で、建築と雲が一体になる。その風景に連

続性を持たせるために、巨大なスロープを

通し、頂上からは自然が見渡せるようにし

た。水盤が途切れる日、つまり雨の日には

建物全体が水たまりとなり、虚像の下で暮

らす浮遊感を考えた。 

　「あるとき、建築家の藤本壮介さんが雲

をテーマに作品をつくっているのを見まし

た。雲で建築を考えるなんてありえないこ

とだと思っていただけに、自分がいかに固

定概念でものを考えているかに気づかされ

ました。それに、そもそも僕は小さいころ

から雲に興味があって、物心がついたとき

からインスタントカメラで雲を撮っていた

のです。雲は刻々と姿を変え、一秒後には

違った姿を見せる。だから瞬間瞬間の写真

で、その変化を伝えることができる。そう

いう重なりの中で、「雲の建築」をテーマ

に選んだのです。　

　ふわふわした一般的なイメージの雲では

なく、自分の中にある雲のイメージを建築

化することが、とても大変でした。20 年間、

雲を追い続けていてもそれを言語化するこ

とが難しい。たくさんのスケッチとスタデ

ィを繰り返しました。僕らがつくる建築は、

僕らが死んでも生き続ける。自分の中にあ

る言葉にできないものをプランやパース、

模型に籠めて形にすることが僕らの仕事で

あり、そこに楽しさがあるのだと改めて強

く思いました。」

%.17&Ყᩏཋྸܖᄂᆮȷᑸᘐǻȳǿȸ
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　　　　寒冷地における仮設建築物として

　　　　雪や氷を構造体としたアイスドー

ムが注目されている。堆積させた雪の塊を

くりぬいてつくる古くからの「かまくら」に

対して、近年は空気膜構造を利用したアイ

スドームの建設事例が見受けられる。浅川

くんは、これらとは異なる、柔軟性のある曲

げ材と膜からなるハイブリッド構造を原型

としたアイスドームを提案した。形状は直

径 1m の半球ドーム。型枠としての膜面に

張力を導入するため内部に 8 本のアーチを

挿入し、でき上がった膜面に水を散布し凍

らせることでアイスドームをつくる。

　「厳寒多雪という自然環境条件下でしか

実現しえないアイスドームを、簡易的な構

造でどのような寒冷地域でも実施すること

を目指してアイスドームの制作に取り組み

ました。はじめての試みだったので、トライ

アンドエラーの繰り返し。時間をかけてつ

くっても、精度が悪いと、完成形状の測定時

に誤差が出てしまう。部材の特性を考えな

がら計算を行い、それを逐一確かめながら

行っていくことが、手間はかかってもとて

も重要なことだと痛感しました。海洋建築

工学科の恒温室を借りて行った膜体に水を

散布する作業は、実に 2 昼夜かかりました。

-20℃という低温の中で水を散布する作業

は大変でしたが、目標氷厚の 30mm に達し

たときの喜びはひとしおでした。先生や周

りと相談し、自分の意見を交えながら方向

性を導いていく楽しさと、また、大きなモデ

ルをつくったこともあり、ものづくりの楽

しさも大きく感じました。私は真面目な方

ではなかったのですが、この制作を進めて

いく中で、今まで隠れていた自分の姿を見

つけることができました。」

ҞྶཞᭌኵᐏನᡯǛ׹௒ƱƠƨǢǤǹȉȸȠƷС˺ƴ᧙Ƣǔ᬴ܱႎᄂᆮ
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今、

短大には６つの研究室があります。（羽入研究室：羽入敏樹短大教授・星和磨短大助手／吉野研究室：吉野泰子短大教授／黒木研究室：黒木二三夫短大教授／酒句研究室：酒句教明短大専任講師／小石川・田所・矢代研究室：

小石川正男短大教授・田所辰之助短大教授・矢代正己短大准教授／山﨑研究室：山﨑誠子短大准教授）
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東京の夜間路地の風景。明暗のコントラストが強い。

　　　　山さんたちの研究は、近年増加し

　　　　ている騒音分野における裁判や紛

争のあり方、その法廷判断について、建築

的な視点から実態を把握し、現在の裁判の

問題点を考察した。「隣戸や上階からの音

がうるさい」などといったことから訴訟に

至る例も少なくない。これは近年の建築技

術や住宅性能の向上にともない、都市に暮

らす人々の要求する生活レベルが高くなっ

ている社会状況にあると言うことができ

る。そこで、騒音分野に関する裁判や紛争

の判例を読み込み、訴訟の早期解決を目的

に原因分析や建築裁判における問題点の提

起を行った。

　「建築物のデザインや性能がどんなによ

くても、そこに住まう人や利用する人たち

にとって問題が起きてしまう建築では、本

来の役割を果たしていないのではないか。

ただの箱ではなく、本当に住みやすい、使

いやすいと感じられる建築をつくることに

関わる問題として、このテーマを選びまし

た。このテーマは司法との関わりが強いも

のだったのですが、判例というものに触れ

るのもはじめてで、その読み方をつかむと

ころからとても難しかったです。また、共

同研究では、他の２人と認識を一致させな

がら、客観的な視点を持つことに注意が必

要です。そのため何度もこまめに話し合い

をしながら進めていきました。論文をつく

ることは、自分の知らなかったことを知り、

発見すること。そして、そこから新たな視

野が広がり、新たな考え方が生まれる。そ

れが少しずつ楽しさになっていくのだと感

じました。」（丸山）
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　　　　の路地を歩いていて人とすれ違う

　　　　とき、人はどれほどの不安感を持

つものなのか。大杉くんたちは、夜間におけ

る不安を抽出する要因を人に限定して、特

に見えづらさ（視認性）に注目した研究を行

った。（因みに路地とは、道路の幅員が 3.0 

ｍ以下かつ停止線または一方通行の標識が

あり、比較的交通量の少ないものと定義さ

れる。）具体的には、誘目性を考慮した人間

の視点から見た対面者の視認性と不安感の

関係性について調べ、それらに対応する物

理的指標を求めて、路地空間の照明設置基

準に新たな可能性を示した。

　「光源の種類や数が少ないローカルエリ

アの夜間は、空間全体が暗く、不安に感じて

しまうのは当然です。一方、都心部の夜間

は、街灯以外のさまざまな光源が存在し、飛

行機のパイロットたちが、東京の夜景は「世

界一の夜景」と評するほど煌びやかです。一

見すると、都会では不安を感じることが少

ないと想像してしまうのですが、実はそう

ではありません。確かに、大通り沿いは光が

十分に行き渡っていますが、一歩路地に入

るとコントラストの差から路地の暗さが目

立ってしまうのです。

　そこで私たちは、暗い路地空間における

対面者の見え方が人の心理的状態に、どう

ज़Ʒᚸ̖ܤᎍƷᙻᛐࣱƱɧ᩿ݣƴƓƚǔע᧓Ʒែٸ
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影響するのかを知りたいと考えました。実

験は、4 号館の屋上にパイプや照明機材など

を運び、仮想の路地をつくり行いました。毎

回、設置だけで4時間もかかったこと、更に、

実験の想定が夜間だったので、被験者を集

めることや被験者に先入観を与えないよう

にすることにも苦労しました。結果、不安感

と輝度比には関係性があり、屋外の照明計

画に輝度による基準が必要だということを

示すことができました。

　しかし、不安感という心理的状態はまだ

まだ曖昧。人間の感情をデータにより数値

化することは大変難しいものです。あらゆ

る観点から感情の一つひとつを検証してい

かなければ関係があると断言はできませ

ん。それほど人間は複雑で興味深い存在な

のだと気づくことができました。」（大杉）
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　　　　物には適切な室内の温度や湿度な

　　　　どの空気環境が求められる。それ

を具体的に基準値として定めたのが、建築

物衛生法の建築物環境衛生管理基準だ。と

ころが、近年の調査では、その基準を満た

さない建物が多く、利用者の健康に影響を

およぼしている可能性があるという。そこ

で、中川くんは、アンケートにより健康障

害の実態を把握し、さらに統計解析ソフト

を用いて、自分でルールを設定した解析モ

デルを組み、健康障害の要因を明らかにす

る研究を行った。

　「もともと室内の空気環境が、人に与え

る影響を調べてみたいと思っていました。

僕自身も、エアコンの風にあたって気分が

悪くなることがよくあって、これは本当に

人にとって快適に設定されているのかと疑

問を持っていました。そういうこともあり、

予めいくつか決まっていた研究テーマの中

から、自然とこれを選びました。

　解析を進めながら、徐々に、健康障害を

起こす可能性の高い要因を抽出していくの

ですが、配布したアンケートは全部で約

6000 人分！ミスなくデータを確認しなが

ら解析を進めていくことが大変でした。

　正直、最初は、早めに完成させてしまお

௹ƴ᧙ƢǔǢȳǱȸȈᛦࡍƱͤؾ࿢ئሰཋМဇᎍƷᎰ࡫
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建 うという気持ちもありました（笑）。ですが、

研究を進めていくうちにさまざまな問題や

疑問が浮かんでくると、どうすれば解決で

きるかを考えることにのめり込んでいった

のです。作業は本当に提出期限のギリギリ

までかかりました。最後に提出を終えたと

き、自分がこの研究を楽しめていたことに、

はじめて気づきました。」

　　　　柳くんと小林くんは、リハビリに

　　　　他動運動を取り入れると、四肢麻

痺になった頸髄損傷者（以下、被験者）の

身体には、どのような影響が見られるか、

また体温調節機能や知覚機能にどのような

変化が起こるかということについて研究し

た。一見、この内容を聞くと医学や福祉の

分野のテーマのようにも思われるが、研究

の目的としては、高位頸髄損傷者が室内環

境にどう適応するか、ということを見据え

た上で 検討しているため、最終的には建築

を含めたさまざまな分野を兼ねそろえた発

展的な考えが必要になるという。具体的に

は、実際に被験者の自宅を訪ね、介助者の

方と共にリハビリを手伝いながら、ヒアリ

ング調査を行った。

　「僕は、大学入学前からボランティアや

地域活動を通して、高齢者の方と関わる機

会が度々あり、福祉分野には興味を持って

いました。建築を学びながらも、福祉関係

の勉強や活動も在学中に取り組みたいと思

っていたので、建築と福祉の両方の分野が

学べるこの研究室を選びました。主な作業

は、被験者の体調管理日誌や筋量測定、室

温などのデータをグラフや表にまとめ上げ

ることと医学福祉関係の論文などを調べる

ことでした。自分たちの考察や予測と結果

や資料を照合しながら、議論を重ねること

が一番苦労したことです。１つのことを２、

３時間もかけて話し合うことも度々ありま

した。」（小柳）

　「建築学科で行う研究なのだろうか？と

疑問に思うこともありましたが、そんな狭

い視野の考え方ではなく、物事を大きく捉

えることが大事。このような研究には、専

門分野をまたぐことが重要であると気づか

˂ѣႎᢃѣ᚞ጀƕ᭗ˮᫀ᭒੷ͻᎍƷ៲˳ཞඞƴӏǅƢࢨ᪪�☡Ჱ࠰᧓ƴǘƨǔ˳ᛦሥྸଐᛏƷܓራ൑ƷЎௌƴƭƍƯ☡
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小 されました。知らないことを教わるのでは

なく「自分で調べていく」、ここに最大の

楽しさがありました。」（小林）

環境系には、６つの研究室があります。（建築音響研究室：井上勝夫教授・冨田隆太助教／環境・音響研究室：橋本修准教授／環境・設備研究室：蜂巣浩生准教授／池田研究室：池田耕一特任教授／羽入研究室：羽入敏樹短大教授、

星和磨短大助手／吉野研究室：吉野泰子短大教授）

実際に配布したアンケート用紙。
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上：木材への相欠き作業。　下：最後は船橋の大型実験棟で

実験を。準備、実験、片付けと多くの人に助けてもらった。

上：吊り天井中央のボルトを止める作業時の写真。　

下：大きな試験体が完成。メンバーで記念写真を。

　　　　震構造研究室の田中くんと高野く

　　　　んによる研究は、新しい吊り天井

システムを研究するもの。3.11 では、約

2000 施設で吊り天井の被害が発生。国土

交通省は、３つの吊り天井の設計ルートを

設定したが、より簡易的に制震設計できる

方法があるのではないかと研究をはじめ

た。結果、吊り天井そのものの質量などか

ら制震部材の最適な諸元を簡易的に算出す

ることができる最適設計法を提案。また、

この設計法を用いて、低コストで施工性の

高い制震改修方法までも提案した。

　「制震部材の設計では、何度も試行錯誤

をくり返して、卒論発表会の数日前まで実

験をしていました。何度も間違い、なかな

か上手くいかない日々が続きましたが、解

析で良い結果を得て、実大振動実験で制震

性の向上を確認できたときは 1 年間やって

きた苦労が報われて、とても大きな喜びと

なりました。

　僕は来年度から東京消防庁に就職する予

定です。建物の防災上の安全性をチェック

する予防課を希望しています。最初は、今

後の消防士としての活動に活かせる研究を

したいと、この研究室に入りました。そこ

で、東日本大震災で多くの天井の被害が発

生していることを知り、構造物の制震性・

耐震性を考える振動学を学ぶことで、今後

の消防士としての活動に活かせると考えま

した。自分が救助隊に配属されたときに、

建物内部の構造を知っていた方が、迅速な

救助ができると考えたことが、吊り天井の

研究をはじめるきっかりとなりました。」

（田中）
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　　　　間構造究室では、数年前から「品

　　　　川シェルター」を研究、開発して

いる。これは木造既存不適格住宅に対し

て、仮住まいを必要とせず、安価に設置で

きる簡易耐震シェルター。ここに使われて

いる木造面格子壁の相欠き接合部が、めり

こみ抵抗し、壊れてからも粘り強く耐え空

間全体を守るというわけだ。この木造面格

子壁に惹かれた竹内さんは、一つひとつの

部材の間隔や本数の違いによって、木造面

格子壁の剛性や耐力といった構造特性がど

のように変わるのかを研究した。

　「私たちの作業部屋は、４号館の地下室。

薄暗い部屋に、みんな朝から晩まで、時に

は泊まり込みで作業をしていました。今日

は誰に会えるだろうか？と、いつも地下室

の扉を開けるのが楽しみでした。実験で一

番大変だったのは、試験体の製作でした。

自分で木材を調達し、一つひとつ丁寧に電

動のこぎりを使い手作業で木材に相欠きを

施していく。施工精度が結果に大きく影響

するので、気が抜けませんでした。研究室

では、みんなテーマを自分で一から決めて

取り組んでいきます。最初はわからない　

　　　ことばかりでしたが、先生や先輩　

　　　　方がたくさん支えてくださいま　

　　　　した。さらに実験では、多くの　

　　　　人に協力してもらいました。研　

　　　　究の楽しさの秘訣は、自分一人　

　　　ではなく、多くの人と共に励まし　

　　　合い、協力し合って進めていくこ　

　　　とかもしれません。」
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上：試行建設。　下：四つ目編みモデルと六目編みモデルの

２つのモデル。
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　　　　口さんが卒業研究で提案したの

　　　　は、竹材の材料特性とカゴ編みの

持つ構造特性を活かした竹編みによるドー

ム構造。竹という材料は、比強度や柔軟性

に優れていて、昔から身近な材料としてさ

まざまなものに利用されてきている。その

竹材を柔軟性に富む直線部材としてカゴ状

に編むことで、部材同士の間に摩擦が生ま

れ、安定した形状を構成するというわけだ。

今回の研究では、四つ目編みモデルと六目

編みモデルの 2 種類を提案。ただ形をつく

るのではなく、仮設構造物への実現可能性

を示すために、載荷実験や試行建設を通し

て、基本的な構造特性を把握して適用性を

検討し、六目編みモデルがより大きな剛性、

耐力を有することが示された。

　「研究室には、木班、テンポラリー班、ガ

ラス班、膜班などの班があります。私は、人

に安らぎを与えてくれる木質材料の質感や曲

面の美しさが好きで、木班に入りました。テ

ーマを探すときに、「芦北町地域資源活用総

合交流促進施設」という四つ目編みを用いた

カゴ編みの構造特性を持つ建築物に出会い、

美しいカゴ編みに構造特性があることに衝撃

を受けました。早速、カゴ編みについて調べ

てみると 2010 年に既往の研究があり、そこ

から研究が進んでいきました。

　実際に手を動かしながら研究を進める

と、ふとしたときに発見があって、これほ

どおもしろいものはありません。もちろん

ハプニングもあります。よく予想外の結果

も起こりました。ただ、「え ! ？こんなにな

るの ! ？」という現象も、その原因を追求

することが、大変だけどおもしろい。その

ような予期せぬものと出会うことも私の研

究の楽しさの一部でした。」
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江

　　　　年、室内で飼育されるペットが増

　　　　加し続け、それに伴い、ペットの

床材でのすべりが原因となる怪我や床材や

壁材のひっかき傷などが問題となってい

る。そもそも建材というものは、人間が人

間のための安全性や快適性を目指して開発

してきたものだ。しかし、同じ居住空間で

暮らす以上、ペットの安全性や快適性も求

められる時代になってきたということだ。

しかし実際は、さまざまなメーカーからペ

ット対応の建材が販売されているものの、

住宅などでは、建材の改修そのものは困難

な状況にあるという。そこで、川口さんの

研究では、これらの問題を改善するために、

年々増加傾向にあり、一般住宅よりさまざ

まな点で先端と考えられるペット同伴可能

な宿泊施設に着目して、その現状を把握す

るアンケートを実施し、結果をまとめた。

　「研究室では毎年、いくつかの研究テー

マが用意されていて、その中に今年度から

は、「ペットと建築材料の関係」がありま

した。私の家でも室内で猫を飼っていて、

猫が走り回ってはすべってしまうことがあ

った。そういう日常の経験が活かせるので

はないかと、このテーマを選びました。で

すが、それ以前に参考できる論文が一切な

い。これはとても大変でした。はじめは、

ペットの床すべりを軽減させるための実験

を行う予定でしたが、新しい研究であるた

め、実験方法や実験をするペットが決まら

ず、最終的には宿泊施設へのアンケートを

実施する形としました。論文を作成してい

くことは、自分との闘いでした。同じ部屋

にいても、みんなそれぞれが自分の論文と

向かい合い、助けを求めることができない。

自分でペースを考えて進めなければならな

ȚȃȈӷˤӧᏡƳܿජ଀ᚨƴƓƚǔ࡫ሰ஬૰Ʒ̅ဇཞඞƴ᧙ƢǔǢȳǱȸȈᛦ௹

߷ӝ஋܇ƞǜ�Ტ࡫ሰܖᅹᲮ࠰ȷ஬૰଀߻ᄂᆮܴ��

ᐯЎưൿܭƠŴᐯЎưᡶǊǔŵᛯ૨ǛƭƘǔܔ཯ƱಏƠƞŵ

近 いので、焦りを感じる日もありましたが、

ペットと建築材料の関係を改善する研究を

目指すことにやりがいを感じ、頑張ること

ができました。」

構造系には、７つの研究室があります。（地盤基礎研究室：安達俊夫教授・山田雅一准教授／空間構造デザイン研究室：岡田章教授・宮里直也准教授／ RC 構造研究室：白井伸明教授・田嶋和樹助教・石鍋雄一郎助手／対震構造研究室：

古橋剛教授・秦一平准教授／材料施工研究室：中田善久教授／黒木研究室：黒木二三夫短大教授／酒句研究室：酒句教明短大専任講師）
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上：摂社・末社に御柱が配されている実例

下：小宮御柱祭の様子

　　　　庭くんは、江戸時代の教育機関で

　　　　ある藩校について研究を行った。

建築学の世界でも手付かずの分野であった

ため、まず行ったのは、全国の藩校を一覧

化する作業。その後、７つの藩校の実地調

査や平図面の調査などを行い、日本の伝統

的な教育空間のあり方について論じた。研

究成果としては大きく２つ。 ひとつは、バ

ラバラになっていた藩校に関するデータを

一覧化したことで、今後の藩校研究の足が

かりを構築できたこと。もうひとつは、江

戸時代においては、現在の学校建築のよう

な法制度に則った学校の規格化が行われ

ず、各藩が独自の立場から多様な藩校を持

って、全国にさまざまな教育空間が花開い

ていたことを明らかにした。

　「テーマを模索していた頃、実家に帰省

すると、私が幼い頃、私塾の遺構を家族で

巡った思い出が話題にあがりました。日本

の伝統に関心があったので、教育学者の父

に江戸期の教育機関について尋ねると、目

を輝かせ熱弁を振るってくれました。直感

൶ৎ଺ˊƷ૙Ꮛᆰ᧓ƴ᧙Ƣǔᄂᆮ�� ிଐஜƷᲱƭƷᕴఄǛɶ࣎ƱƠƯ �

ɶᄂᆮܴᲣޛȷ࠰ᅹᲮܖሰ࡫ჹ૨Ƙǜ�Ტࡊٻ
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�卒業論文
計画系１

�卒業論文
計画系２

的に研究のテーマとなりうるのではと思

い、既往研究を調べていくと教育学からの

アプローチは多くあるものの、建築学から

の研究がほとんど進んでいない。日本の伝

統的な教育空間について、近代以降の研究

は盛んに行われているのだから、この時代

についても研究を進めるべきだと考え、こ

のテーマに取り組みました。

　既往研究が少なく、挙げられる問題は山

積みでしたが、そのとき、参考にしたのが

研究室の過去の論文でした。テーマは異な

っていても、どれも目的に対してさまざま

な手法を用いて地道に取り組んだ跡がみえ

るものばかりで、研究の射程を設定する感

覚を掴むことができました。研究を終えた

今、あらためて自分の論文が山中研究室の

先輩方が積み上げてこられた研究の基礎の

上にあるのだなと感じています。」

ǈǜƳƷᄂᆮᲢᚘဒኒᲣ

　　　　野県の神社、諏訪大社では 7 年に

　　　　一度、春に「式年造営御柱祭」が

行われる。また、夏から秋にかけては、本

社以外の諏訪湖の周辺 84 箇所に分布する

神社において「小宮御柱祭」という、本社

同様の祭祀も行われている。各神社の境内

4 箇所には、御柱が配置され、さらに附属

する摂社・末社にも御柱が配置される。金

子さんは、その配置の傾向について研究を

行った。その結果、摂社・末社の御柱配置

には地域ごとに傾向が見られることがわか

った。また、神社の規模や御柱配置、祭神

の関係性にも傾向があることから、小規模

な摂社・末社は、諏訪大社の祭祀に関わる

摂社を軸に配置され、招来した摂社・末社

に御柱を配し、大規模化して諏訪大社体系

の中に統合したとことが結論づけられた。

　「諏訪出身の私は、小さい頃から諏訪大

社を参詣していました。諏訪大社の建築的

な特徴を見出す研究を通して、地元に対す

る理解を深めたい思いで、研究室に入りま

した。「式年造営御柱祭」について調べて

いくと、諏訪地域に分布する86もの社で「小

宮御柱祭」が行われていることがわかりま

した。けれど、各神社の建築的な特徴に関

する史料はほとんどない。そこで、現地調

査から神社ごとの傾向を明らかにできるの

ではないかと思ったことが、このテーマを

決めるきっかけになりました。現地調査は

本当に大変でした。所在地がわからない神

社があったり、山奥までなんとか辿り着い

ても手入れされていない神社だったり、時

には蛇や蜂に出くわし億劫になることも。

提出を終えて、ようやく研究のおもしろさ

に気づいたところです。」

᛭ᚧٻᅈƷઅᅈȷ஛ᅈƷನ঺ƴ᧙Ƣǔؕᄽႎᄂᆮ � ᛭ᚧٻᅈƷᅛᅉƴ᧙ᡲƢǔࣂ௵ᣐፗƴ᧙Ƣǔɟᎋݑ �
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汚垂れの測定の様子
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�卒業論文
計画系４

　　　　橋くんの研究は、男性小便のタレ

　　　　コボシ（汚垂れ）についての研究

だ。男性トイレの臭いの原因となる小便器

下の汚垂れをアンケート、現地調査、実験

から分析し、汚垂れ軽減を目的とした小便

器のデザインの検討を行った。「どの位置に

立てば汚垂れを軽減できるか」「どの位置に

汚垂れが発生しているのか」「床面や壁面は

汚垂れに影響するのか」「小便の狙う位置は

どこが適正であるのか」という４点から分

析し、汚垂れを軽減させるデザインの基礎

をつくった。

　「建築人間工学の授業で男性トイレにつ

いての講義があり、そこからトイレの研究

に興味を持ちました。汚垂れの問題は男性

なら一度は気になったことがあると思いま

す。私は小便をする度に「なぜ、汚れてし

まうのか」「どうすればよいのか」と非常

に気になっていました。授業の最終レポー

トも男性の小便と汚垂れについて書きまし

た。それが研究のはじまりです。

　トイレ内の小便が対象なので、調査には

とても気を使いました。まず、対象者がト

イレに入り小便をしている最中に、ななめ

後ろに立ち、小便時の立ち位置を測定しま

す。測定後、対象者に気づかれないように

一旦トイレから出て……。対象者がトイレ

から出た後、汚垂れ発生を確認、汚垂れの

位置のプロットを行います。汚垂れは次の

対象者に影響が出ないよう、きれいにふき

取ります。その繰り返しです。調査の途中

で、他の使用者が対象便器を使用してしま

ったり、手に汚垂れが付くこともありまし

たが、「結果が知りたい！」という強い思

いから、約 200 件のデータを集めること

ができました。」

൲׶Ǖ᠉ถǛႸႎƱƢǔဏࣱဇ֥̝ݱƷȇǶǤȳƴ᧙Ƣǔᄂᆮ - ੎ބ଺ƴƓƚǔǢȗȭȸȁࣱŴ൲׶ǕˮፗŴ᩿࠿Ʊُ᩿ŴǿȸǲȃȈȝǤȳȈƷ᧙̞ �
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大

　　　　界各地にはさまざまな刑務所（監

　　　　獄）がある。この監獄建築の多様

性の背景には行刑哲学の変化があると言わ

れているのだそうだ。（法学界では “ 行刑が

監獄を建築する ” という。）しかし、監獄に

は細かな規則や規定がある。それらも時代

ごとに変化し、監獄の建築形態も変わって

きている。山井くんの研究は、近代日本の

監獄を対象として、監獄に関する規則と配

棟計画の相関性を読み解き、監獄建築と監

獄に関する規則と規定、その背景にある監

獄に対する思想の関わりを検証した。結果、

同一規則内でもさまざまな監獄の形態が現

れることがわかった。これは監獄が処罰（社

会からの隔絶）と更生（社会復帰）という

矛盾する役割を求められたためである。そ

のことによって世界中に多様な刑務所（監

獄）が生まれていると結論づけた。

　「僕の友達が、刑務所にお世話になりか

けたことが、最初のきっかけでした。刑期

の長短は、初犯・再犯に関わらず、軽罪・

重罪が全て決まることに疑問を持ち、ハー

ド面で何かできることはないかと考えまし

た。刑務所を見学したり、矯正展（受刑者

制作の家具などを販売するイベント）にも

参加して、徐々に研究へのめりこんでいき

ました。このような研究対象なので、資料

を探そうとどこへ連絡しても渋い顔をされ

ることがほとんど。近代日本の監獄配置図

を入手できたときは不可能を可能にしたと

思いましたね。刑務所は公共施設としての

ポテンシャルが高いものです。常時数百人

から数千人規模の人間の生活が行われ、そ

れが地域にもたらす経済効果も大きいとさ

れています。その点からも、建築面からの

提案が可能であることがわかりました。」

ᡈˊଐஜƴƓƚǔႳྉ࡫ሰƷᣐ౐ᚘဒƴ᧙Ƣǔᄂᆮ � ৆Э஖Ʒᣐ౐ᙹЩƱƷႻ᧙ࣱǛᡫƠƯ �
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世

卒業論文を取り入れる計画系には、９つの研究室があります。（本杉研究室：本杉省三教授／佐藤慎也研究室：佐藤慎也准教授・二瓶士門助手／渡辺研究室：渡辺富雄准教授／古澤研究室：古澤大輔助教／山中研究室：山中新

太郎准教授／建築史・建築論研究室：大川三雄教授・重枝豊教授・河合晴香助手／八藤後・中田研究室：八藤後猛まちづくり工学科教授・中田弾助手／小石川・田所・矢代研究室：小石川正男短大教授・田所辰之助短大教授・

矢代正己短大准教授／山﨑研究室：山﨑誠子短大准教授）

上：名古屋刑務所の矯正展風景

下：ペンシルヴァニア監獄の平面図
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事例のひとつとして研究対象となった「三菱１号館美術館」

左：住宅地の道路空間で遊ぶ子どもたち　右：越後山地区の代表的なソフト整備である「越後山納涼まつり」の様子

　　　　域活動」が活発な住宅地をつくる

　　　　ためには、どのような整備方策が

なされているのか？田中くんの研究では、

地域住民同士の近所づきあいに代表される

相互相助の関係や、地域のイベントへの参

加などの整備方策により、実際に活発な地

域活動がみられる越後山地区の住宅地づく

りに着目し、ソフト・ハードの両側面から

実態調査とヒアリング調査を行い分析・検

討した。結果、住宅地の構想を明確にした

不動産会社住宅地の整備事業者が、隣地境

界や前面道路との境界をフラットに整備し

（ハード整備）、地域住民が集まる機会とな

るイベント整備を中心に新たに入居する世

帯の地域活動促進を補助する整備（ソフト

整備）を実施するべきと提言した。

　「僕が生活する住宅地には、地域活動がほ

とんどありません。海外研修旅行でドイツ

のフライブルクという街を訪れたときに、

カフェでゆったりと、路地裏で立ち話を楽

しむ住民たちに感動しました。その後、研

究室のゼミナールの一環で、越後山地区の

ԧήࠊឭעޛࢸғƴƓƚǔžע؏෇ѣſǛ̟Ƣ˰עܡƮƘǓƴ᧙Ƣǔᄂᆮ

ဋɶᨺɟஒƘǜ�Ტ࡫ሰܖᅹᲮ࠰ဃȷ߷޽ᄂᆮܴᲣ
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「地

ఞ࡫ច�卒業論文
企画系１

�卒業論文
企画系２

住宅地を視察しました。すると、そこでも

子どもたちがのびのびと遊び、親たちが立

ち話を楽しむといった地域活動が行われて

いました。日本でもそのような住宅地が創

出されていたことに感銘を受け、これが大

きなきっかけとなりました。今回のヒアリ

ングではたくさんの方々にお話をうかがい

ました。地域住民の方々や住宅地づくりに

携わっていた事業者の方々とのお話は、実

際に住宅地づくりに携わったことのない僕

にとって大変興味深いものでした。」

ǈǜƳƷᄂᆮᲢ˖ဒኒᲣ

　　　　報化や国際化など、急速な社会変

　　　　化に対応した都市機能の高度化と

都市の居住環境の向上を図るために制定さ

れた法律が「都市再生特別措置法」。この法

律が 2011 年に改正され、より国際競争力の

強化や民間の参画が促された。都市再生特

別地区においては、地域活性化のためのソ

フト分野の多様化や質の向上が、都市再生

の鍵になると考え、この研究では、特区制

度により提案・実現したソフト分野の施設

や事業の実態を明らかにし、今後の地域の

魅力向上・活性化へ貢献するための制度運

ᣃࠊϐဃཎКעғƴƓƚǔע؏ᝡྂ଀ᚨƷܱ७ƴ᧙ƢǔᄂᆮųᲧிʮᣃǛʙ̊ƱƠƯᲧ

ฑඑɟ᠗ƘǜŴӸӕᢋჵƘǜŴౕ ਏ૯Ƙǜ�Ტ࡫ሰܖᅹᲮ࠰ȷᣃࠊᚘဒᄂᆮܴఌɥǼȟ �

ଐ᪭ƔǒŴᐯЎƷᐻԛȷ᧙࣎ǛᆳƖᛄǊƯᎋƑƯƍƘŵ

情 用・活用について考察した。

　「このテーマに取り組んだ理由は、都心に

おける再開発に興味があったからです。当

時は、東京駅の復原や渋谷ヒカリエなどの

駅周辺の再開発事業が話題になっていたの

で、こうした再開発による周辺への影響を

研究することにも惹かれたのですが、研究

のテーマを絞り込む過程で、再開発に関す

る研究を考えていた大学院の先輩から共同

研究の話をいただきました。ヒアリングひ

とつとってもスケジュール管理からアポ取

りに至るまで、大変なことだらけ。それで

も研究テーマの先駆性としてやりがいを感

じていたからこそ、最後までやり遂げられ

ました。論文を１冊にまとめたときには、

１年間の研究を実感することができ、感慨

深かったです。」（渋沢）

企画系には４つの研究室がある。（都市計画研究室：根上彰生教授・宇於﨑勝也准教授・長岡篤助教／金島研究室：金島正治特任教授／横内研究室：横内憲久まちづくり工学科教授／川島研究室：川島和彦まちづくり工学科准教授）
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左：CST ホールで行われた発表風景　中：ホール手前のホ

ワイエで行われた修士設計および論文の展示　右：受賞者

決定後、カフェテリアで行われた懇親会にて、受賞者たち

の記念写真

●斎藤賞

＜修士論文＞

・松本良太（指導／岡田）「HP 曲面を有する張力膜構

造の風応答性状に関する研究 - レイノルズ数が膜面応

答に及ぼす影響について -」

・銭 葉ベイ（指導／井上・吉野）「甘粛省粛南ユグル族

自治県における居住環境の実態とバイオヴィレッジ構

想 - 中国西部地域における気候と健康に配慮した新型

省エネルギー住宅に関する研究 -」

●吉田鉄郎賞

＜修士論文＞

・中村林太郎（指導／重枝）「大徳寺塔頭における小書

院造営と方丈及び庫裡の変化に関する - 考察 ： 近世禅

宗寺院の塔頭内建物の配置・平面構成の変遷に関する

基礎的研究 -」

＜修士設計＞

・柴田俊太郎（指導／佐藤光彦）「明大前駅周辺地区開

発計画 - 鉄道高架と共生する都市空間の設計 -」

●駿建賞

＜修士論文＞

・馬渕かなみ（指導／佐藤慎也）「主体的な活動を生み

出す場に関する研究 - 地域に開かれた場の「自治」を

通して -」

・佐々木嘉里美（指導／横河・山﨑）「市民参加型緑化

活動が地域に及ぼす効果についての研究 - 東京都特別

区の事例調査を基とした被災地域復興への提案 -」

＜修士設計＞

・村山寛子（指導／佐藤光彦）「宅地細分化に伴う住宅

群更新のケーススタディ - 洗足田園都市 小山 7 丁目に

おける住宅地の段階的個別建て替えシステムの提案 -」・

2012 年度の修士論文・修士設計審査会が、2 月 19 日（設計）と 20 日（論文）に行われた。構造系 20 名、

環境系 8 名、設計・計画系 46 名（論文 22 名、設計 24 名）の計 74 名が発表を行い、系ごとの審査会に

より各賞 14 名と、駿建コンペティション業績賞に 1 名が選ばれた。

造士 航（指導／今村）「尾鷲森林療養施設計画 - 衰退化

する林業地における森林トレイルと一体化した療養空

間の設計‐」

・山田明加（指導／佐藤光彦）「東京都庭園美術館更新

計画 - 東京都有形文化財本館と周辺環境を活用した体

験型学習施設の提案 -」

●駿構賞

＜修士論文＞

・増井智彰（指導／古橋・秦）「繰返し依存性を考慮し

た高減衰積層ゴムを用いた免震構造物の応答評価に関

する基礎的研究 - 応答性能設計図表による最大応答値

の補正方法 -」

・押山育未（指導／古橋）「免震建物と耐震建物の連結

制震に関する研究‐最適設計理論の適用性の検証と性

能指定型設計法の提案‐」

●奨励賞

＜修士論文＞

・稀代康平（指導／古橋）「中間層免震構造物の逆位相

問題に関する研究」

・須見勇太（指導／井上・橋本）「昼光照明と室内照明

を考慮したオフィス内の視作業エリアの評価法に関す

る基礎的研究 - 視作業時の「充足感」による視環境評

価を通して -」

・池田 智（指導／川島）「建物用途・業種の「協議」に

よる歴史的風致の維持に関する研究」

●駿建コンペティション業績賞

・本山哲生（指導／横河）

１｜2012 年度、修士論文・修士設計審査会が行われました

News & Topics

★建築学科人事

・4 月 1 日付の人事で、秦一平助教、宮里直也

助教、山中新太郎助教が准教授に昇格した。

金島正治教授、池田耕一教授が、新たに特任

教授として建築学科所属となり、引き続き学

生の教育・研究に携わる。

・4 月 1 日付の人事で、横内憲久教授、八藤後

猛教授 ( 昇格 )、川島和彦准教授が、今年度開

設されたまちづくり工学科に異動した。山﨑

誠子准教授 ( 昇格 ) が短期大学部に異動した。

・4 月 1 日付の人事で、新しく建築学科のメン

バーになったのは、長岡篤助教、古澤大輔助教、

二瓶士門助手である。

・山本理顕特任教授が３月 31 日をもって退職

した。

・建築学科の非常勤講師の新旧交代は以下の通

り（敬称略）。

〈新任〉大井裕介（デザイン基礎、建築設計Ⅰ）、

大藪元宏（建築設計Ⅱ・Ⅲ、設計演習Ⅰ）、小

林章二（建築法規Ⅰ）、菅原大輔（デザイン基礎、

建築設計Ⅰ）、長谷川洋平（デザイン基礎、建

築設計Ⅰ）、浜島一成（測量及び実習）

〈退任〉川島茂（建築設計Ⅱ・Ⅲ、設計演習Ⅰ）、

仲亀清進（建築設計Ⅱ・Ⅲ、設計演習Ⅰ）、古

澤大輔（デザイン基礎、建築設計Ⅲ、デザイン

ワークショップⅡ）、森田吉晃（測量及び実習）

・建築学専攻の非常勤講師の新旧交代は以下の

通り（敬称略）。

〈新任〉西沢大良（建築デザインⅠ、Ⅱ）、桝田

吉弘（建築材料特論Ⅱ）、水野吉樹（建築デザ

インⅡ）

〈退任〉片桐正夫（建築保存修復学特論）、清

水五郎（建築材料特論Ⅱ）、関口克明（環境工

学特論Ⅲ）、高宮眞介（建築設計マネージメン

ト特論、建築デザインⅠ、Ⅱ）、東建男（建築

デザインⅡ、建築設計演習）

★短大（建築・生活デザイン学科）人事

・4 月 1 日付の人事で、田所辰之助短大准教授、

羽入敏樹短大准教授が教授に昇格した。また、

新しく建築・生活デザイン学科のメンバーに

なったのは，建築学科より所属替え・昇格し

た山﨑誠子短大准教授である。

・下村幸男短大教授、保坂裕梨短大助手が 3 月

31 日をもって退職した。なお、下村幸男短大

教授は、引き続き非常勤講師として「建築数

学の基礎演習、建築材料力学Ⅰ、建築基礎実

験Ⅰ」の講義を担当する。

・短大建築・生活デザイン学科の非常勤講師の

新旧交代は以下の通り（敬称略）。

〈新任〉内村綾乃（建築・生活デザインの基礎，

建築デザインスタジオⅠ）、深澤組個（インテ

リア計画Ⅰ）

〈退任〉上條美枝（ 建築デザインⅡ，建築デザ

インⅢ）、神薗勝彦（ 建築材料力学Ⅰ）、神谷

裕直（デザイン論）、桑原茂　（建築メディア

演習Ⅰ，建築メディア演習Ⅱ）、薩田英男（建

築デザインⅡ，建築デザインⅢ）、鈴木雄司（木

構造及び鋼構造）、徳田良英（福祉住環境概論）、

和美廣喜（建築施工法）

２｜2013 年度、人事のお知らせ
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３｜2013 年度、新任教員の紹介

[ 建築学科 ]

[ 短大 ]

2001 年、日本大学理工学部建築

学科卒業。2003 年：日本大学大

学院理工学研究科不動産科学専攻

博士前期課程修了。2008 年：東

京工業大学大学院総合理工学研究

科環境理工学創造専攻博士後期課

程修了。2008 ～ 2009 年：東京工

業大学特別研究員。2009 ～ 2013

年：（株）市浦ハウジング＆プラ

ンニング勤務。

　今年度から、理工学部建築学科に助教として着任す

ることになりました。私は大学院では、都市計画や環

境政策に関する研究に取り組み、民間のコンサルタン

トでは住宅政策や土地政策、マンション再生に関する

調査に携わってきました。

　都市や建築を取り巻く環境は、日々変化しています。

少子高齢化や人口減少、環境問題、地震などの災害に

対して、今後どのような都市や建築が求められるのか

は、大きな課題です。安全で安心に、快適に過ごせる

都市や建築とするためには、多くの制度の創設・改正

や技術の発展が必要であるとともに、人々がどのよう

な都市の将来像を求めるのかによっても変わってきま

す。都市の将来像には無数の考え方があり、答えは一

つではありませんが、それだけにやりがいがあります。

　私が大学院や民間のコンサルタントで携わってきた

調査・研究の経験を踏まえて、皆さんと共に考えてい

きたいと思います。よろしくお願いいたします。

長岡篤（ながおか・あつし） [ 助教 ]

　私は大学を出てすぐに事務所を構え、実務の世界に

入りました。建築家のアトリエや組織での修行を経験

していないため、大学で受けた教育が私の原点、スタ

ンドポイントとなっています。それゆえ建築教育の重

要性について、とても意識的に捉えています。

　建築を設計し、都市を構想する知識や技術を教育の

現場で学生たちに伝え、実務の世界に送り出す。そし

て今度は彼らが実務の世界から、大学教育に携わり学

生を指導する。こうした知識・技術の継承が人材教育

の理想的なサイクルであると考えます。さらにその理

想的な教育のサイクルは、教える側が教えられる側に

一方的に伝達するモノローグではなく、互いに気づき、

感化するダイアローグであるべきだと考えています。

　今後縮退していく社会において、そして未曾有の震

災を経験した 3.11 以降の社会において、建築設計に携

わるものたちが英知を集約させ、都市を構想していく

ことがますます重要になると考えます。そのためにも

私は、一人でも多くの学生が建築設計に携われるよう

指導にあたっていきたいと考えています。

古澤 大輔（ふるさわ・だいすけ）
1976 年、東京都生まれ。2000 年、

東京都立大学工学部建築学科卒業。

2002 年、同大学大学院修士課程修

了、メジロスタジオ一級建築士事務

所設立（馬場兼伸、黒川泰孝と共同

主宰）。2008 年、明治大学大学院兼

任講師。2009 年、首都大学東京非

常勤講師。2010 ～ 2012 年、日本

大学、首都大学東京大学院非常勤講

師。2011 年～リライトデベロップ

メント取締役。2012 年、東京理科

大学大学院非常勤講師。

[ 助教 ]

　この度、建築学科の助手に着任させていただくこ

とになりました二瓶士門です。母校に関われること、

嬉しく思います。

　私は卒業してから北京の設計事務所、横浜の飯田

善彦建築工房を経て、昨年の夏に事務所を設立しま

した。その途上、快適性や省エネルギーを追求する

仕事に携わる機会があり、温熱環境を積極的にコン

トロールすることで、形に留まらず社会における建

築の役割もデザインすることが可能では？という仮

説を持つに至りました。そこで、バウ・フィジック。

ドイツ語で建築物理という意味をそのまま社名にす

ることで自分の立場を明らかにし、その視点を軸足

に研究や実践を進めていきたいと考えております。

　私が卒業した高宮研究室は今でも年に何度か OB 会

を開いています。貴重な情報交換の場であり、自分

の原点に立ち戻る貴重な機会でもあります。これか

らは私も一つの起点となり、先輩後輩の隔たりなく

人が集まる場所をつくっていけたらと思います。よ

ろしくお願いします。

二瓶 士門（にへい・しもん）
1981 年生まれ。2006 年、日本大

学大学院理工学研究科建築学専攻

（高宮研究室）修了。2006～2007 年、

北京新領域創成城市建築設計諮詢有

限責任公司勤務。2007～2012 年、

飯田善彦建築工房勤務。2012 年、

株式会社バウ・フィジック デザイ

ンラボ設立。

[ 助手 ]

7

　今春より理工学部建築学科助教から短期大学部准

教授となりました山﨑誠子です。専門はランドスケ

ープデザインと環境計画です。

　父が建築設計事務所を自営していたこともあり、

大学では建築を専攻していましたが、幼いときから

花や緑に興味があったことから建築と緑が融合でき

ることはないかと、建築から造園の門をたたきまし

た。

　ここ数年「屋上緑化」や「壁面緑化」はスタンダ

ードな言葉になりましたが、庭、公園、外構、緑地、

景観とさまざまなプロジェクトを体験し、建築とラ

ンドスケープの協働発想が必要だとますます感じて

います。建築と共に、環境、景観、造園を当たり前

に考えることができるような発想を皆さんと一緒に

共有できるようにしたいと思っております。よろし

くお願いいたします。 

山﨑 誠子（やまざき・まさこ）
1984 年、武蔵工業大学工学部建築

学科卒業。1984 ～ 1986 年、東京

農業大学農学部造園学科聴講生。

1986 ～ 1991 年、株式会社 花匠勤

務。1990 ～ 2006 年、東京デザイ

ナー学院非常勤講師。1992 年、有

限会社ＧＡヤマザキ設立。1998 ～

2007 年、武蔵工業大学工学部建築

学科非常勤講師。2007 ～ 2013 年、

日本大学理工学部建築学科助教。

[ 准教授 ]
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★論文掲載

・渡辺大助（建築学専攻 D3/ ミサワホーム総合研

究所）、井上勝夫教授連名の「木質系床構造のイ

ンピーダンス特性に関与する周辺の拘束の影響に

ついて」と題する論文が日本建築学会技術報告集、

第 19 巻 41 号 (2013 年 2 月号 ) に掲載された。

・平光厚雄 ( 建築学専攻 D3/ 建築研究所 )、井上

勝夫教授連名の「乾式二重床構造の断面仕様と

端部空気抜きが床衝撃音レベル低減量に与える

影響」と題する論文が日本建築学会環境系論文

集、第78巻 第684号(2013年2月号)に掲載された。

・星和磨短大助手、羽入敏樹短大教授、小山由美

（日本大学薬学部助手）連名の論文「カウンター

に設置された衝立による遮音効果に関する検討」

が、日本建築学会技術報告集、第 19 巻 41 号

(2013 年 2 月号 ) に掲載された。

・羽入敏樹短大教授、星和磨短大助手、佐藤瑠美

（新日本空調／ 2009 年大学院修了）連名の原著

論文「音楽ホールにおける後期上方反射音がも

たらす空間印象」が日本音響学会誌 第 69 巻 1 号

(2013 年 1 月号 ) に掲載された。

★新刊情報

・山﨑誠子短大准教授が執筆した「緑のランドス

ケープデザイン」（オーム社）が 2 月 25 日に発行

された。

４｜論文掲載、新刊情報　

「3331 Arts Chiyoda」：都 心 の 廃 校 を

アートギャラリーを中心とする複合施設

へと用途変更を行った再生建築。

「東府中の集合住宅」：郊外の市街地に計画した集合住宅。郊外特有の慣習的な不動産言語を、積極的に設計与件として取

り込むことで、強度のある建築表現と、一般的な入居者を受け入れることができる賃貸物件としての柔軟性、双方の両立を

行っている。

Daisuke Furusaw
a W
O
RKS

「パークハウス吉祥寺 OIKOS」：省エネと快適性を出来る限り実現させた上で、

新しいライフスタイルを予感させる集合住宅を提案した。現在も住民と交流、

光熱費の収集を継続しており、将来的に公表する予定。

「新小岩の家」：親世代から司法書士を業とする夫婦の家。前面道路の騒音から生活を守りつつ、街へ開

くことを同時に実現させた。内側の本棚が構造とライフスタイルのコアとなる。1 階のボリュームを小さ

くすることで大きなオープンスペースをつくり出した。そこでは、いずれ奥さんが古本屋を営む。

Shim
on Nihei W

O
RKS

「3331 Arts Chiyoda 屋上菜園」：企画、計画を行い、研究室で施工、運営補助を行った。

 

著書「世界で一番やさしい住宅用植栽」（エクス

ナレッジ社）：住宅の植栽計画について初心者で

もわかる手引書。

M
asako Yam

azaki W
O
RKS



今、この瞬間、世界には、何千人？何万人？の学生た

ちが、建築を学んでいるのでしょうか？どの学校も、

皆それぞれにその国ならではの背景を持ちながら、独

自のスクールカラーを武器にさまざまな教育を実践し

ています。今回取り上げる写真は、イギリスはロンド

ンにある私立の建築学校「AA スクール」の Projects 

Review exhibition の風景。アーキグラムの面々やレ

ム・コールハース、ザハ・ハディド、リチャード・ロ

ジャースなど、名だたる建築家たちを輩出し続けてき

ている AA スクールでは、毎年、年に一度、各学年が

その一年の成果を発表する展覧会を行います。場所は、

普段学生たちが学ぶ校舎。教室はもちろん階段室から

テラスに至るまで、学校中の空間を利用して、学生た

ちは自由に表現を行います。そして、この日は世界中

で働く OB/OG の卒業生たちも自由にこの場に集まり

ます。展覧会を介しながら、世代も立場も国境も越え

た繋がりが、こうして生まれ続けるのです。

www.aaschool.ac.uk

毎号、一枚の建築写真！
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[ S P E C I A L  F E A T U R E ]

駿河台から歩いてみよう

　
今を考え未来を創る

みんなの設計  みんなの研究
　
みんなの設計： 駿建賞、奨励賞、AD 賞、企画奨励賞

みんなの研究：（環境系）桜建賞、駿優賞ほか

（構造系）桜建賞ほか

（計画系）桜建賞、駿優賞ほか

（企画系）桜建賞ほか

　
[ News & Topics]
2 0 1 2 年度、修士論文・修士設計審査会が行われました

20 1 3 年度、人事のお知らせ

20 1 3 年度、新任教員の紹介

他

[ A PHOTO OF WORLD ARCHITECTURE]
v o l . 0 4  A A  s c h o o l  / P r o j e c t s  R e v i e w  e x h i b i t i o n  

[ E V E N T  R E V I EW ]
mo s a k i のイベント巡礼 vo l . 4

「HOU S E  V I S I O N  2 0 1 3  T O K Y O  E X H I B I T I O N」

Contents

「駿建」
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event review

♥ 建築家と企業による７組のタッグが、そ

れぞれに未来の住まいを提示する展覧会。こ

んなのはじめてだから、ワクワクする。でも

この展覧会を牽引するのは、グラフィックデ

ザイナーの原研哉さんなんだよね。建築分野

の人には、もうそういう力が、ないのかなあ。

♠まあそこはどうであれ、こんな展覧会が実

現されたことが、素直にうれしいじゃない。

建築家と企業のコラボレーションというのも

意義深いし、建築家によるさまざまな家が実

物大で見られるという機会も、なかなかない

もの。

♥ 家とか実物大って言ってもさ、ここに展

示されているものって、あくまで家の部分と

いうか、要素なんだよね……この展覧会、誰

に向けて開催されているんだろう。建築プロ

パー以外の人たちかな。だとしたら、この青

海の会場までいちいち出かけて、入場料払っ

て見に行こうって思うかなあ。

♠確かに、ちょっと抽象的な部分は否めない

よね。ウェブや会場でもらえる冊子を見ても、

何が言いたいのかハッキリしない。会期中は

土日も休まず開催されるトークセッションに

もテーマは書かれていなくて、登壇者の名前

しかわからない。展覧会に行く動機も展示内

容も、良くも悪くも、こちら側に任せられて

いるんだよね。

♥ 展示の中では、蔦谷書店 × 東京 R 不動産

の「編集の家」と、未来生活研究所 × 山本

理顕、末光弘和、仲俊治の「地域社会圏」が

印象的だった。「編集の家」は、現実的な 80

㎡のマンションをスケルトンの状態から自分

で再編集する構想。そのためにかかる費用や

さまざまなツールまで全部明かされているか

ら、すごく身近かつリアルな感覚で興味を持

てたよ。

♠「地域社会圏」は会場で唯一、縮尺模型で

の展示だったね。地域社会圏の考え方を集合

住宅にして見せている。予備知識がない人に

とっても、さまざまな問題を自分のこととし

て考えるきっかけになれるような展示だっ

た。「編集の家」も「地域社会圏」もプロモ

ーション的な色が薄いところを見ると、組ん

だ企業の懐も深かったんじゃないかと思う。

♥ この展覧会、これからどうなるの。

♠海外に巡回するという情報もあるけど、国

内でも今後継続的に開催されるといいよね。

今回出展した建築家のメンツは豪華だけれ

ど、企業と組んで未来の住まいを提示する、

住まいへの問題意識や興味を発芽させる、と

いう意味ではもっとうまい人がいるかも知れ

ない。今回抽象的に感じられた部分や、この

展覧会の存在意義も、もっとクリアになって

いく可能性があると思うんだ。

以前、学生の皆さんと座談会をさせていただく機

会があったのですが、そのときに駿河台キャンパ

スで大学生活を送っていても、家と学校をただ往

復している学生たちが意外と多いことにビックリ

しました。なんてもったいないこと！建築学科に

は確かに塀のあるキャンパスはないのですが、こ

んなにも都心に拠点を持つ建築系の大学は他にあ

りません。今回は駿河台周辺を取り上げましたが、

渋谷や新宿、どの街へもあっという間に行けてし

まいます。だから、みんなにとっては、東京その

ものがキャンパス！学生生活の間に、エネルギッ

シュな東京を是非満喫してください。また、卒設・

卒論特集はどうでしたか？あなたの個人的な

ちょっとした想いが、卒設や卒論のきっかけにな

るのですね。つくったり考えたりする中で、もし

思うように進まなかったら、気晴らしに外を歩い

てみましょう。きっと何かよいヒントに出会える

はずです。

（大西正紀 + 田中元子 /mosaki）

HOUSE VISION 2013
TOKYO EXHIBITION

mosakiのイベント巡礼 vol.04

未来の住まいの展示会

2012年3月2日(土) -  3月24日(日)
場所：お台場・青梅駅前　特設会場

上：青梅につくられたハウスヴィジョンの特設会場。会場構成

は、建築家の隈研吾によるもの。会場ゲートから各パビリオンへ

続く床も側壁も、全て10.5㎠断面の角材をできるだけ加工しない

で用いている。使用後は別の工場建築に再利用する計画。　下：

建築家の山本理顕らによる「地域社会圏」を具現化した1/5模

型）。数百人が住める巨大なシェアハウスは、介護や育児など社

会の諸問題を、共に住むことで解決するシステムを提案する。

【1】「カリフォルニア・デザイン 1930-1965 －モダン・リヴィングの起源－」｜国立新美術館（東京
都港区六本木）｜会期：2013 年 3 月 20 日 ( 水・祝 ) ～ 6 月 3 日 ( 月 )

開放性や鮮烈な色彩などを特徴とした、大胆かつ実験的な独自のデザイン活動が展開された 20 世紀

半ばのカリフォルニア。西海岸ならではのアイデアに満ち溢れた家具やファッション、ジュエリー、

車など多彩なジャンルから 250 点が展示される。建築ではチャールズ & レイ・イームズ、R・M・

シンドラーの作品を実見できる。建築家・中村竜治の会場構成も楽しみだ。

【2】「デザインあ展」｜21_21 DESIGN SIGHT（港区赤坂 9-7-6）｜2013 年 2 月 8 日（金）～ 6月 2 日（日）

NHK E テレで放送中の教育番組「デザインあ」を、展覧会に発展させた企画展。ディレクションは、

番組で総合指導を行う佐藤卓、同番組に関わるウェブデザイナーの中村勇吾、ミュージシャンの小

山田圭吾。全身で体感できる展示を通して洞察力や想像力、身体能力を総合した「デザインマイン

ド」を育むための試みに触れることができる。

【3】「東京オリンピック 1964 デザインプロジェクト」｜東京国立近代美術館（東京都千代田区北の
丸公園）｜会期：2012 年 2 月 13 日 ( 水 )～5 月 26 日 ( 日 )

1964 年に開催された東京オリンピックは、戦後復興を世界的に示すための国家イベントであり、ま

た当時の第一線で活躍するデザイナーたちが総力を挙げて取り組んだ一大デザインプロジェクトで

もあった。亀倉雄策、原弘、柳宗理、田中一光といった豪華メンバーの仕事は、当時よりさまざま

な技術が発達した現代に見てもなお、その圧倒的な完成度に驚嘆させられる。

Recommend | 2013年 3 - 5 月 [ 編集後記 ]
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